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特集１ 備　え

特集２ 男女共同参画でステキなまちへ
一日人間ドック

　　―もっと幸せになるために―

広　報

今月号の主な内容

2005. No.9208

今年で50回を迎えた松川タライ乗り競走。市民、観光客によるレースなどのほか、国際レース（写真）や50歳記念レー
スなども開催。川岸に約1万8千人の見物客を集めた。�



　９月１日は「防災の日」です。当日は、
市内各地で防災訓練が実施され、市民みん
なで「いざ！」という時に備えます。�
　伊東市は、昨年10月９日に台風22号の
直撃を受け、宇佐美地区を中心に甚大な被
害をこうむりました。その後、調査を進め
ていく中で、市の被災前後の初動体制や情
報伝達のあり方に、再構築が必要だという
ことがわかり、いくつかの点で防災体制の
見直しを図りました。�
　今月号では、新たな防災体制についてお
知らせするとともに、実際に災害が起こっ
た時に市民の皆さんがどう行動すれば良い
かについて、考えてみたいと思います。�
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昨
年
10
月
９
日
に
来
襲
し
た
台
風
22
号
は
、

３
０
０
世
帯
以
上
の
家
屋
を
全
半
壊
、
２
０

０
０
世
帯
弱
の
家
屋
を
一
部
損
壊
さ
せ
、
さ

ら
に
二
つ
の
土
石
流
の
発
生
に
よ
り
周
辺
に

大
量
の
土
砂
を
流
出
、
市
民
の
方
１
人
が
亡

く
な
る
と
い
う
、
市
の
歴
史
に
残
る
惨
事
と

な
り
ま
し
た
。
停
電
も
３
万
世
帯
以
上
に
上

り
、
市
に
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
。
そ
の
対
応

に
追
わ
れ
て
市
は
状
況
把
握
も
ま
ま
な
ら
ず
、

情
報
伝
達
も
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
状
態
と

な
り
、
多
く
の
市
民
の
方
に
不
満
を
残
す
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
こ
の
台
風
被
害
を
教
訓
と
し
て
、

伊
東
市
の
防
災
体
制
の
再
構
築
を
図
る
こ
と

と
な
り
、
地
震
防
災
と
水
防
と
を
総
合
的
に

捉
え
る
こ
と
で
、
災
害
対
策
を
見
直
す
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
以
下
、
こ
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
大
宮
弥

宗
司
防
災
監
（
３
ペ
ー
ジ
写
真
）
が
、
今
後

の
防
災
体
制
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
説
明
し

ま
す
。

大
雨
警
報
発
令
の
時
点
で
、

部
長
職
と
防
災
監
は

直
ち
に
災
害
対
策
本
部
室
に
参
集

「
あ
の
台
風
で
、
市
と
し
て
は
結
果
的
に
、

防
災
体
制
に
い
く
つ
か
の
反
省
点
を
見
出
さ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
民
の
方
の
市

に
対
す
る
信
頼
回
復
も
含
め
て
、
今
後
の
防

災
対
策
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
第
一
に
、
風
水
害
に
お
い
て
は
大
雨
警
報

発
令
の
時
点
で
、
部
長
職
と
防
災
監
は
直
ち

①宇佐美では、実に多く
の建物の屋根が飛ばさ
れた（中里）

②大量の土砂が一面に流
出し、復旧に多くの時
間を要した県道伊東―
大仁線（斉藤農園付
近）

③山では、何百本・何千
本もの木々が倒れた
（塩木道神社）

④宇佐美中学校隣の杉本
橋には、大量の流木と
土砂が押し寄せ、中学
校とその付近に大被害
を与えた。

⑤屋根が吹き飛んだ社
（やしろ）と、家屋浸
水により使用できなく
なって廃棄された生活
用具（初津・国道沿
い）

②

①

③

④

⑤

水防訓練で蛇かごを積むため、詰石を運ぶ�
　　　　　　（荻地内水路で・7月12日）�
水防訓練で蛇かごを積むため、詰石を運ぶ�
　　　　　　（荻地内水路で・7月12日）�
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大宮弥宗司防災監
おおみや や そう じ

に
災
害
対
策
本
部
室
に
参
集
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
こ
の
時
、
土
木
道
路
課
職
員
２
人
、

環
境
防
災
課
職
員
１
人
、
消
防
署
職
員
１
人

も
連
絡
要
員
と
し
て
参
集
し
ま
す
。
初
動
態

勢
で
は
、
ま
ず
情
報
を
収
集
・
分
析
し
、
水

防
長
（
建
設
部
長
）
が
被
害
予
測
に
応
じ
た

水
防
配
備
態
勢
を
と
り
ま
す
」

雨
量
計
が
時
間
20
㍉
・
日
量
70
㍉
を
超
え
る

よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
場
合
は
、

直
ち
に
第
一
次
配
備

「
雨
量
計
（
奥
野
ダ
ム
・
消
防
本
部
設
置
）

が
時
間
20
㍉
を
超
え
る
、
あ
る
い
は
日
量
70

㍉
を
超
え
る
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
場
合
は
、

直
ち
に
第
一
次
配
備
態
勢
に
移
行
し
ま
す
。

災
害
対
策
本
部
運
営
規
定
に
よ
る
第
一
次
配

備
態
勢
で
は
、
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ

る
ま
で
の
間
、
部
課
長
を
中
心
に
現
地
調
査

や
情
報
収
集
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
体
制
が

取
れ
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
ま
す
」

情
報
収
集
要
員
を
増
員
し
、

台
風
直
撃
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
も

災
害
対
策
本
部
を
設
置

「
そ
し
て
、
時
間
雨
量
30
㍉
、
日
雨
量
１
０

０
㍉
を
超
え
た
場
合
は
、
被
害
の
発
生
い
か

ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
直
ち
に
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
ま
す
。
こ
れ
以
降
、
職
員
の
配
備

態
勢
は
、
災
害
対
策
本
部
運
営
規
定
に
よ
る

第
二
次
配
備
と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
被
害
が
大
き
く
な
っ
た
場
合
、
ま

た
は
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
場
合

は
第
三
次
配
備
態
勢
を
と
り
、
全
職
員
が
参

集
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
台
風
が
本
市
を
直
撃
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
先
の
基
準
に
達
し

な
く
て
も
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
突
発
的
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
も

同
様
で
す
。

　
防
災
体
制
の
再
構
築
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
機
関
と
の
協
議
・
調
整
も
必
要
で
あ
り
、

現
在
進
行
形
の
も
の
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
昨
年
の
台
風
災
害
を
ま
さ
に

教
訓
と
し
て
生
か
す
べ
く
、
よ
り
実
践
性
の

高
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

待機配備
　土木道路課職員２人を配置。

準備配備
　建設部職員８人を配置。待機配置要員の判断が水防長
（建設部長）に報告され、これを基に水防長が対応策を
決定。

調査活動
　要員が河川等の現場パトロールを実施。

災害対策本部への移行
　水防長が水防本部長（市長）と協議の上、決定。

第一次配備
　建設部職員19人を配置。水防長は災害の増大が予想
される場合、状況に応じて指示。以下、第二次配備以降
も同様。

初動配備態勢
　部長職・防災監・建設部土木道路課職員２人・消防職
員１人・環境防災課職員１人が災害対策本部室に参集。

対応策の検討
　決定事項により、水防長は水防配備職員に指示。

①非常事態となり、外線電話が集中する事態になった場
合には、直ちに職員を出勤できる体制とし、状況に応じ
て電話室も２４時間体制とする。

②情報発信については、同報無線を始めとして戸別受信
機やＦＭなぎさステーション、ケーブルテレビ等をより
積極的に活用し、広報車も全市的に配備する。

③自主防災会との連絡については、災害対策本部と自主
防災会の無線連絡訓練を実施し、地域との連携を強化する。

⑤停電状況の把握と復旧情報については、東京電力から
社員の派遣を受け、直接、災害対策本部で把握する。

④災害ボランティアについては「災害ボランティア伊
東」等、市内のボランティア団体を中心に、活用を図っ
ていく。

時間20㍉・日量70㍉以上の降雨
　第一次配備態勢へ。消防団を含む最大召集要員は約
200人となるが、召集範囲については状況による。配備
職員は、防災監の指示により現地調査等の情報収集ある
いは災害に備えた事前準備。

時間30㍉・日量100㍉以上の降雨
　被害の発生いかんにかかわらず災害対策本部を設置し、
第二次配備態勢へ。消防団を含む最大召集要員は800人。

ほかにも次のような点を改正しました�

水防体制の新旧対照表�

※改善点はここに掲載したほかにもいくつかあります。

以前の水防配備体制 現在の水防配備体制

大 雨 警 報 発 令 ！

水防訓練で蛇かごを積むため、詰石を運ぶ�
　　　　　　（荻地内水路で・7月12日）�
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◎
日
ご
ろ
の
備
え

　
日
ご
ろ
の
備
え
を
し
て
い
る
か
い
な
い
か

で
、
気
持
ち
の
上
で
も
随
分
違
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
災
害
が
起
き
た

時
に
は
、
救
援
活
動
が
す
ぐ
に
受
け
ら
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
最
低
３
日
分
の
食
料

や
飲
料
水
を
用
意
し
、
家
族
構
成
も
考
え
て

非
常
持
ち
出
し
品
（
下
の
イ
ラ
ス
ト
）
を
そ

ろ
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
次
の
準
備
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
消
火
器
の
設
置

　
消
火
器
や
消
火
器
具
を
、
見
や
す
く
取
り

出
し
や
す
い
場
所
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀

　
家
の
周
り
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
確
認
・
点
検

し
ま
し
ょ
う
。

・
地
域
の
防
災
活
動

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」「
自
分
た
ち
の

地
域
は
皆
で
守
る
」
。
自
主
防
災
会
が
行
う

訓
練
に
は
、
家
族
全
員
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
具
の
固
定

　
災
害
時
に
、
家
具
の
転
倒
で
被
害
に
あ
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
転
倒
防
止
金
具
で
固
定

し
ま
し
ょ
う
。

・
耐
震
診
断
の
す
す
め

　
平
成
７
年
の
阪
神･

淡
路
大
震
災
で
は
、

亡
く
な
っ
た
方
の
８
割
以
上
が
建
物
の
倒
壊

に
よ
る
圧
死
で
し
た
。
地
震
で
命
を
失
わ
な

い
よ
う
「
耐
震
診
断
」
を
し
て
、
必
要
な
備

え
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
「
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
」

　
災
害
発
生
後
、
家
族
や
親
戚
な
ど
の
安
否

確
認
を
し
た
い
時
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
「
災
害
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
」
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

使
用
方
法
は
、「
１
７
１
」
と
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
、

―「
１（
録
音
）」
ま
た
は
「
２（
再
生
）」
を
押

し
、
自
宅
の
（
被
災
地
の
方
の
）
電
話
番
号

（
市
外
局
番
か
ら
）
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ

さ
い
。

※
「
命
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
裏
面
（
６
ペ
ー
ジ

下
）
に
も
使
用
方
法
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　では、実際に災害が起きた時、
市民の皆さんはどのように行動し
たら良いのでしょうか？�
　まずは日ごろの「備え」が大切
です。できる限り準備をしておき
ましょう。そして、いざ災害が起
きてしまったら、皆で協力し、大
切な人を守りましょう！�

このほかにも、生理用品・紙おむつ・ほ乳びん・入れ歯・補聴器など、�
日常生活でそれぞれ必要とするものを用意しておきましょう。�

ど
う
す
れ
ば�

大
切
な
人
を�

　
　
れ
る
か�

防災頭巾・ヘルメット�

毛布・寝袋�

タオル�

救急薬品・常備薬�

手ぶくろ（軍手）�

懐中電灯�

飲料水�

マッチ・ライター�

下着類（着替）�

家族3日分の食料�

ナイフ・缶切り�

ちり紙�

ロープ�

ラジオ�

現金�

ロウソク� せっけん�

梅谷恵美さん・知寛さん�
栞奈（かんな）ちゃん�
　　　　　　（大室高原）�

預金通帳� 印鑑�

非常持ち出し品チェックリスト�

ちゃんと用意�
　しなくちゃね！�

竹の台幼稚園で�

キ リ ト リ 線 �

キ リ ト リ 線 �

キ
リ
ト
リ
線

�

キ
リ
ト
リ
線

�
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毎
年
９
月
１
日
に
、
市
内
各
地
で
総
合
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。
地
域
の
自
主
防
災

組
織
は
、
被
災
時
の
情
報
連
絡
、
避
難
誘
導

な
ど
、
市
と
協
力
し
て
防
災
活
動
を
行
う
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
が
行

う
防
災
訓
練
に
参
加
し
、
防
災
活
動
に
必
要

な
知
識
・
技
術
を
習
得
し
て
く
だ
さ
い
。

　
被
害
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
県
や

市
な
ど
の
公
共
機
関
に
よ
る
救
援
活
動
は
、

す
ぐ
に
は
行
え
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
も
、
実
に
多
く
の
人

が
、
ご
近
所
な
ど
の
身
近
な
人
に
よ
る
自
主

防
災
で
救
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
災
害
が

発
生
し
て
も
こ
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
個

人
と
し
て
災
害
時
に
取
る
べ
き
行
動
を
考
え
、

実
行
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
毎
年
行
わ
れ
る
総
合
防
災
訓
練
で
す
が
、

災
害
時
に
的
確
な
行
動
を
と
る
た
め
に
は
、

繰
り
返
し
訓
練
を
行
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

総
合
防
災
訓
練
に
、
な
る
べ
く
家
族
そ
ろ
っ

て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

命
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
携
帯
し
よ
う

　
静
岡
県
と
県
内
市
町
村
が
協
力
し
、
平
成

11
年
に
「
命
の
パ
ス
ポ
ー
ト
（
ペ
ー
ジ
下
）
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
は
、

地
震
発
生
後
に
と
る
べ
き
行
動
が
分
刻
み
で

記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
裏
面
（
６
ペ
ー

ジ
）
に
は
、
東
海
地
震
に
関
連
す
る
情
報
と
、

各
家
庭
個
別
の
対
策
を
メ
モ
書
き
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
家
族
で
事

前
に
決
め
て
お
い
た
集
合
場
所
や
連
絡
先
を

記
入
し
、
カ
ー
ド
サ
イ
ズ
に
折
り
た
た
ん
で
、

常
に
携
帯
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

新たな気持ちで�
総合防災訓練に�
　　加しよう�

昨年の総合防災訓練�

特集１
�
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り
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第59回按針祭 その他のイベント

夏本番　準備はOK？　伊東温泉の花火

７月19日㈫～

　　８月10㈬

８月８日㈪

８月９日㈫

８月10日㈬

８月１日㈪

８月８日㈪

８月９日㈫

８月10日㈬

８月14日㈰

８月15日㈪

８月22日㈪

宇佐美海上灯ろう流し・

花火大会

松川～海上灯ろう流し・

納涼花火

納涼花火

按針祭海の花火大会

やんもの里花火大会（八幡野）

川奈港いるか浜花火大会

箸まつり花火大会

19時45分～

　　　20時15分（予定）

20時50分～21時

20時50分～21時

20時～21時

20時～20時30分（予定）

20時～20時30分（予定）

20時30分～21時

宇佐美海岸

伊東海岸

伊東海岸

伊東海岸

八幡野海岸

いるか浜公園

伊東海岸

スターマインなど約500発

※灯ろう流し19時10分～

早打ち・スターマインなど約1000発

※灯ろう流し19時30分～

早打ち・スターマインなど約1000発

海上６か所同時打ち上げ約13000発！

早打ち・スターマインなど約2000発

目の前からの約500発

約1700発の打ち上げ花火と60本の手筒花火

８時30分～17時

19時～21時

19時～21時

19時30分～21時

20時50分～21時

18時～21時

20時50分～21時

10時30分～12時

13時～14時30分

15時～16時30分

20時～21時

日、英、蘭、米、墨５か国

児童生徒絵画作品展

按針音楽レストラン

納涼の夕べ

松川～海上灯ろう流し

納涼花火打ち上げ

太鼓合戦

納涼花火打ち上げ

ウェルカムステージ

按針祭式典

按針パレード

海の花火大会

市役所１階

市民ロビー

観光会館

なぎさ公園

通学橋～海上

伊東海岸

なぎさ公園

伊東海岸

観光会館前

観光会館

市　内

海上・海岸

日　　程

日　　程 イベント名 時　　間 場　　所 内　　容

時　　間 行　　事 場　　所

８月５日㈮～７日㈰

　　12日㈮～14日㈰

　　19日㈮～22日㈪

８月22日㈪

松川藤の広場

17時30分～21時

※荒天中止

伊東海岸

18時～

夏だよ！おもしろ出前広場
音楽あり、踊りあり、トークありの
日替わりステージショー

伊東温泉箸まつり
燃え盛る10万本の箸供養塔や

手筒花火が圧巻

イベント名 日　　程 会場と時間

按針メモリアルパークが昨年12月に松川河
口に完成したけど、まだ見ていない人は祭を
機会に行ってみよう。按針のことがわかる！�

伊東
　　夏劇

場

夏は
これから

ですよ♪
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受
診
で
き
る
方

①
平
成
17
年
９
月
１
日
現
在
、
満

35
歳
以
上
の
方

②
伊
東
市
の
国
民
健
康
保
険
に
平

成
16
年
９
月
１
日
か
ら
引
き
続

き
加
入
し
て
い
る
方

③
国
民
健
康
保
険
税
を
納
期
限
ま

で
に
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
方

※
平
成
17
年
度
の
第
１
期
の
納
期

限
は
、
８
月
１
日
㈪
で
す
。

④
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
健
康
推

進
課
）が
行
う「
39
歳
以
下
健
康

診
査
」
と
「
基
本
健
康
診
査
」
を

受
診
し
て
い
な
い
方
、
ま
た
申

込
み
を
し
て
い
な
い
方

定
　
員
　
１
５
０
人

　
男
性
女
性
と
も
75
人
ず
つ
。
定

員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
。

申
込
方
法

　
往
復
ハ
ガ
キ
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
下
の
記
入
例
を
参
考
に
申

請
書
に
記
入
し
、
切
り
取
っ
て
市

役
所
あ
て
裏
面
に
貼
り
付
け
て
く

だ
さ
い
。
申
込
ハ
ガ
キ
は
１
人
１

枚
に
限
り
ま
す
。
ご
家
族
で
お
申

込
み
の
方
は
、
コ
ピ
ー
し
て
お
使

い
く
だ
さ
い
。
返
信
用
表
面
に
は
、

申
請
者
の
郵
便
番
号
（
７
ケ

タ
）
・
住
所
・
方
書
き
・
氏
名

（
様
付
き
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
は
通
知
書
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
間
　
８
月
１
日
㈪
〜
22
日

㈪
※
当
日
消
印
有
効

申
込
先
　
〒
４
１
４
‐
８
５
５
５

　
大
原
二
丁
目
一
番
一
号
　
市

役
所
保
険
年
金
課

受
診
券
引
換
券
の
送
付
等
　
受
診

で
き
る
方
に
は
、
受
診
券
引
換

券
を
送
付
し
ま
す
。
で
き
な
い

方
に
も
、
そ
の
旨
を
通
知
し
ま

す
。
９
月
９
日
㈮
に
な
っ
て
も

通
知
が
届
か
な
い
場
合
は
、
保

険
年
金
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
付
・
負
担
金
　
９
月
12
日
㈪
〜

30
日
㈮
に
、
受
診
券
引
換
券
・

負
担
金
・
保
険
証
を
お
持
ち
に

な
り
、受
診
資
料
受
領
場
所（
市

役
所
・
各
出
張
所
）
ま
で
、
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
負
担
金
額

は
、
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

検
診
内
容
　
身
体
測
定
、
血
圧
測

定
、
血
液
検
査
（
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
、
中
性
脂
肪
、
血
糖
、
肝

機
能
、
腎
機
能
な
ど
）
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
、
尿
検
査
、
大

腸
が
ん
検
査
、
前
立
腺
が
ん
検

査
、
心
電
図
検
査
、
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
、
胃
カ
メ
ラ
検
査
、

腹
部
エ
コ
ー
検
査
な
ど

検
診
機
関
　
大
川
胃
腸
科
外
科
、

立
花
胃
腸
科
外
科
、
か
と
う
内

科
・
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
伊

東
病
院
、
長
谷
川
胃
腸
科
内
科
、

ひ
だ
内
科
泌
尿
器
科
、
青
木
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
田
島
医
院
、
前
田

医
院
、
た
か
や
す
医
院
、
メ
デ

ィ
カ
ル
は
ば
伊
豆
高
原
、
山
本

医
院

検
診
期
間
　
10
月
３
日
㈪
〜
12
月

22
日
㈭

※Ｂ型・Ｃ型肝炎の検査については、過去に一度検査され
た方は、必要ありません。平成12年度以降、人間ドック
を受診された方、また基本検診で肝炎の検査を受けた方
は、検査無しとなりますので、申請書の「肝炎検査を受
けたことがある」の部分を○で囲んでください。

世

帯

主

受

診

者

一日人間ドック受診申請書�

住所
郵便番号　　　　　　　－

伊東市

氏名

氏名

被保険者証
記 号 番 号

電話　　　　　　－

性別　男 ・ 女

明治・大正
昭和

昭和・平成

生年月日 年 月 日

年 月 日
資格取得
年 月 日
Ｂ型肝炎またはＣ型
肝炎の検査を受けた
ことがありますか？

ある　・　ない

受診資料受領場所
希望受領場所を○で囲んでください。

返信

保険年金課（市役所）　・　宇佐美出張所

川奈出張所　・　富戸出張所　・　対島出張所

伊東太郎伊

東

太

郎

様

伊
東
市
○
○
○
町

　
　
○
○
丁
目
○
○
番
○
○
号

伊東花子

○○○○○○
○○　××××

○○町××丁目△番○号

＊＊ ＊＊ ＊＊

＊＊ ＊＊ ＊＊

○○○　××××

○

○
○

○

50 ○○○ ××××

伊
東
市
保
健
福
祉
部

保
険
年
金
課
行

受
診
券
と
し
て

使
用
し
ま
す
の
で

白
紙
の
ま
ま
に

し
て
く
だ
さ
い

伊
東
市
大
原
二
丁
目
一
番
一
号

50 4 1 4 8 5 5 5

往信

返信用表面 往信用裏面

往復ハガキ記入例

往信用表面 返信用裏面

肝炎検査有 肝炎検査無負
担
金
男性 1 3 , 5 4 0円 1 2 , 5 9 0円
女性 1 3 , 0 6 0円 1 2 , 1 1 0円

世

帯

主

受

診

者

一日人間ドック受診申請書�

住所
郵便番号　　　　　－

伊東市

氏名

氏名

被保険者証
記 号 番 号

電話　　　　　　－

性別　男 ・ 女

明治・大正
昭和

昭和・平成

生年月日 年 月 日

年 月 日
資格取得
年 月 日

Ｂ型肝炎またはＣ型
肝炎の検査を受けた
ことがありますか？

ある　・　ない

受診資料受領場所
希望受領場所を○で囲んでください。

保険年金課（市役所）　・　宇佐美出張所

川奈出張所　・　富戸出張所　・　対島出張所

・
資
格
取
得
年
月
日
は
保
険
証
の
中
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す

・
ご
家
族
で
お
申
込
み
の
方
は
、
コ
ピ
ー

し
て
お
使
い
く
だ
さ
い

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、
記

入
事
項
を
内
側
に
折
り
た
た
ん
で
投
函

し
て
く
だ
さ
い

・
気
に
な
る
方
は
、
は
が
き
の
四
隅
を
テ

ー
プ
で
と
め
て
く
だ
さ
い

切
り
取
っ
て
市
役
所
往
き
の
裏
面
に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い

　国民健康保険に加入の皆さん！　自覚
症状の少ない生活習慣病の早期発見・早
期治療のため、若い時から検診を受けま
しょう。
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伊
東
市
で
も
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
３
年
前
に
「
伊
東
市
男
女

共
同
参
画
　
あ
す
を
奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
プ
ラ
ン
の
具
体
的
な
目
標
で
あ
る

①
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
実
現

②
男
女
共
同
参
画
の
意
識
づ
く
り
の
推
進

③
就
業
の
た
め
の
環
境
整
備

④
健
康
の
増
進
と
福
祉
の
充
実

⑤
効
果
的
な
推
進
体
制
の
整
備
と
充
実

　
に
向
か
っ
て
、
施
策
の
中
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
が

「
男
女
共
同
参
画
」
に
つ
な
が
り
ま
す

　
人
の
意
識
や
社
会
の
慣
習
は
簡
単
に
変
え

ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
子
高

齢
化
社
会
を
迎
え
、
経
済
情
勢
も
厳
し
さ
を

増
す
中
、
男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
に
縛

ら
れ
ず
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
、

共
に
支
え
あ
う
社
会
の
実
現
は
、
急
務
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
「
男
女
共
同

参
画
」
に
繋
が
り
ま
す
。
一
人
一
人
が
身
近

な
と
こ
ろ
で
声
に
し
て
み
た
り
、
少
し
ず
つ

考
え
た
り
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。
　

推
進
懇
話
会
で

あ
な
た
の
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　
伊
東
市
で
は
、
市
内
の
各
種
団
体
の
代
表

や
、
公
募
に
よ
る
委
員
で
構
成
す
る
「
伊
東

市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
」
を
設
置
し
、

プ
ラ
ン
の
推
進
に
つ
い
て
、
ご
意
見
や
提
言

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
懇
話
会
委
員
の
定

員
は
10
人
で
す
が
、
現
在
９
人
で
１
人
分
空

席
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
て
、
世
界

が
広
が
り
ま
す
よ
。

　
次
に
、
懇
話
会
々
長
で
、
元
・
学
習
院
女

子
短
期
大
学
講
師
の
千
田
耕
一
さ
ん
の
話
を

紹
介
し
ま
す
。

「
女
性
の
生
き
方
や
意
識
」
が

問
わ
れ
る
時
代

「
男
女
共
同
参
画
っ
て
何
だ
？
　
オ
レ
よ
り

女
房
の
ほ
う
が
偉
く
な
る
っ
て
こ
と
？
　
オ

レ
は
絶
対
認
め
な
い
ぞ
！
　
今
ま
で
だ
っ
て

ず
っ
と
オ
レ
が
食
わ
せ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

女
な
ん
か
男
よ
り
偉
く
な
る
必
要
な
ん
か
な

い
ん
だ
」
あ
る
会
で
耳
に
し
た
、
本
音
の
話

で
あ
る
。
ま
た
「
男
女
の
違
い
を
わ
き
ま
え
た

平
等
な
ら
わ
か
る
が
」
と
い
う
反
発
も
あ
る
。

「
男
女
共
同
参
画
」
と
は
、
男
女
が
互
い
に

そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち
合

い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
多
様
な
価
値

観
の
下
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
社
会
を
創
る
こ
と
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
ま
だ
「
男
は
仕
事
、

女
は
家
事･

育
児
」
と
い
う
考
え
が
家
庭
に

お
い
て
根
強
い
。
ち
な
み
に
平
成
16
年
末
の

調
査
で
は
、
そ
の
役
割
分
担
に
対
し
て
は

「
反
対
」
が
「
賛
成
」
を
上
回
っ
た
。
ま
た
、

子
の
出
生
後
、
継
続
し
て
就
業
す
る
人
が
、

子
育
て
の
た
め
退
職
す
る
人
を
上
回
っ
た
。

　
今
年
は
、
憲
法
に
男
女
平
等
が
明
記
さ
れ

て
か
ら
60
年
に
な
る
。
国
連
の
人
間
開
発
報

告
書
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
女
性
の
社
会
参
加

は
、
１
９
９
５
年
以
降
、
世
界
女
性
会
議
参

加
70
か
国
中
40
位
前
後
と
、
少
し
も
良
く
な

っ
て
い
な
い
。
先
進
国
中
最
低
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
一
部
の
発
展
途
上
国
よ
り
も
遅
れ

て
い
る
。

　
ま
さ
に
「
女
性
の
生
き
方
や
意
識
」
が
問

わ
れ
る
時
代
で
も
あ
る
。
社
会
変
革
の
た
め

に
も
、
女
性
も
権
限
を
行
使
で
き
る
社
会
へ

の
参
画
が
欠
か
せ
な
い
。
家
庭
の
中
で
男
性

の
役
割
を
ど
う
捉
え
る
か
な
ど
難
点
も
あ
る

が
、
家
事
や
子
育
て
の
段
階
か
ら
、
い
か
に

公
平
な
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
か
、
柔
軟
性
の
あ
る
若
い
世
代
に
期
待

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

女性と男性が共にパートナ
ーとしてお互いを尊重し、
性別にとらわれず、だれも
が生き生きと「自分らし
く」生活することができる
社会、それが「男女共同参
画社会」です。

t生涯学習課
d内線２８４１

女性と男性が共にパートナ
ーとしてお互いを尊重し、
性別にとらわれず、だれも
が生き生きと「自分らし
く」生活することができる
社会、それが「男女共同参
画社会」です。

t生涯学習課
d内線２８４１

男女共同参画推進懇話会委員の竹安広峰さんと妻の敦子さん（富戸）。�

男女共同参画でステキなまちへ�
―もっと幸せになるために―�

男と女が共に支えあう�
ひと� ひと�

伊東市男女共同参画�
推進懇話会々長�

千田耕一さん�

特�集�2

せん だ こういち�
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日　時　９月30日㈮
　　　　13時15分～15時
会　場　市役所低層棟２階中
　　　　会議室
入場料　無料

伊東市女性連盟が主体となっ
て、開設している男女共同参
画「見聞リッチ大学」の講座
です。どなたでも参加できま
す。笑いながら楽しく理解で
きる講演会です。

講師略歴
1986年　東京大学教養学部卒

業
1994年　東京大学教養学部助

教授
1996年 東京大学大学院総合

文化研究科助教授
2000年 ハーバードイエンチ

ン研究所客員研究員
（2001年８月まで）

主な著書
「お笑いジェンダー論」
「東アジアの家父長制」

詳しくは、生涯学習課　☎内
線２８４１まで

支えあい共に生きる�
～お笑いジェンダー論～�

講演会

講　師�
東京大学助教授　　　�

瀬地山　角さん�
せちやま� かく�

伊東市男女共同参画推進懇
話会委員

が、平成16年1月に委嘱
され（任

期2年）、現在まで議論を
交わして

きました。委員一人一人に
思いを聞

いてみました。�

女性の自立、社会進出が進
むにつれ、男女共同参画に

ついて

さまざまな問題が露呈され
るようになりました。この

問題は、

時代と共にこれからも変化
していくと思われますが、

根本的

には人が人としてお互いを
尊重することではないでし

ょうか。

意識の改革は容易ではない
ですが。�

�

「男女共同参画」は、いわ
ゆる男女間の差別問題とい

うので

はなく、社会を構成する一
人格の問題として考えるべ

きで、

一人一人が人権感覚を磨き
、互いの存在を認める人権

意識の

高揚が大切だと思う。この
ことが地域の文化を高める

ことに

もつながる。�

「男女共同参画」というと
、なんだかとても難しいこ

とのよ

うに感じます。あまり大層
にとらえずに、同じ人間と

して

“他人を思いやる”という
だれにでもできることを常

に考え

行動することこそ「男女共
同参画」の基本的な考え方

ではな

いかと、私は思っています
。�

昔は「男は仕事、女は家庭
」と言われていました。し

かし、

女性だからといって家事な
どが上手だとは限らないし

、男性

だからといって仕事ができ
るとも限りません。性別の

役割分

担に縛られない社会、それ
は女性だけでなく、男性に

も幸せ

な社会だと考えます。�

男女共同参画という言葉は
難しいですが、「一人一人

の違い

を認め合う」ということな
のだと思います。宇佐美で

は、お

互いの立場や考え方の違い
を認め、理解しながら、一

緒に活

動する場が育ってきている
ようです。まずは自分の身

近な所

から、少しずつ始めたいで
す。�

先日行われた伊東市長選挙
に、女性が立候補した。う

れしか

った。戦後新しい憲法で、
女性も参政権を得たが、そ

の重み

と責任を女性自身どれほど
受け止めているのでしょう

か。選

挙法の問題等理由はいろい
ろあると思うが、低い投票

率をと

ても残念に思いました。�

各分野で女性の活躍は目覚
しく、結婚後家族を支えて

いる人、

仕事での可能性にチャレン
ジしている人など、その立

場はさ

まざまです。「華やかさ」
に反して、彼女たちにはい

ろいろ

な心の葛藤（かっとう）が
あるはず。本人の努力だけ

でなく、

周囲の理解や協力も大切な
力の源になるでしょう。�

男女共同参画に取り組んで
５年目。ようやく入口にた

どりつ

いたかな？の心境です。家
庭や地域の中で、お互いの

人格を

尊重し合い、個性を生かし
た生き方をすること。やさ

しく言

えば、毎日思いやりの気持
で素直に生きることですが

、実践

はなかなか難しい。言うは
易し、行うは難しです。�

佐
藤
久
美
子�

さ� ん�

さ� ん�
さ� ん�

さ� ん�

さ� ん�

さ� ん�

さ� ん�

さ� ん�

坂
部
　
正
樹�

川
井
　
清
美�

竹
安
　
広
峰�

内
野
　
博
子�

富
岡
　
幸
子�

北
岡
　
潤
子�

鈴
木
　
洋
子�

推進懇話会委員に�

聞きました�
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　この４月に、市内で初の女性交通指導員が誕生し
ました。その指導員の名は前田郁子さん。前田さん
は交通指導員の活動を通じてさまざまなことを感じ、
寄稿文を寄せてくれました。
　ここに掲載しますので、交通安全について、皆で
共に考えましょう。

t環境防災課　d内線２４３５

伊
東
市
交
通
指
導
員
　
前
田
郁
子

寄
稿交

通
指
導
に
寄
せ
て

子
ど
も
た
ち
に
愛
情
を
注
ぐ

夫
の
姿
に

　
わ
た
し
が
交
通
指
導
員
に
な
っ

て
か
ら
、
早
４
か
月
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
伊
東
市
に
お

い
て
は
、
わ
た
し
が
女
性
交
通
指

導
員
第
１
号
だ
そ
う
で
、
制
服
を

着
用
す
る
の
も
何
か
気
恥
ず
か
し

く
、
照
れ
な
が
ら
街
頭
に
立
つ

日
々
で
す
。

　
わ
た
し
の
夫
は
、
西
小
学
校
前

の
通
用
門
前
、
松
原
‐
鎌
田
線
い

づ
み
荘
前
に
立
ち
、
４
年
ほ
ど
前

か
ら
交
通
指
導
を
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
昨
年
病
に
倒
れ
、
最
期
ま

で
こ
の
箇
所
の
危
な
さ
を
気
に
し

な
が
ら
亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
ん

な
こ
と
を
書
く
と
「
お
涙
ち
ょ
う

だ
い
」
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、

本
当
に
心
か
ら
心
配
し
、
子
ど
も

た
ち
に
全
幅
の
愛
情
を
注
い
で
い

ま
し
た
。
そ
の
姿
が
脳
裏
か
ら
離

れ
ず
、
わ
た
し
が
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
と
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

喜
び
の
お
す
そ
分
け

　
実
際
街
頭
に
立
つ
と
、
ま
ず
車

の
多
さ
に
び
っ
く
り
。
次
い
で
、

子
ど
も
が
横
断
歩
道
に
立
っ
て
い

て
も
減
速
し
な
い
車
の
多
さ
に
び

っ
く
り
。
し
か
し
１
週
間
も
す
る

と
制
服
の
威
力
か
ど
う
か
（
？
）
、

わ
た
し
の
姿
を
見
た
ら
減
速
す
る

車
が
４
割
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

中
に
は
会
釈
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
手
を
振
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
も
い
ま
す
。

す
る
と
心
も
弾
む
よ
う

な
気
持
ち
に
な
り
、
毎

朝
頑
張
ろ
う
と
決
意
も

新
た
に
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
も
声
を

大
き
く
張
り
上
げ
て

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
や
「
あ
り
が
と

う
」
と
、
元
気
良
く
言

え
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
い
つ
も
横
断

歩
道
を
渡
る
前
に
わ
た

し
の
手
を
そ
っ
と
握
り

「
今
日
は
う
れ
し
い
こ

と
が
あ
る
ん
だ
」
と
鼻
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
言
う
Ａ
君
。「
何
な
の
？
」

と
わ
た
し
が
た
ず
ね
る
と
「
今
日

は
４
時
間
し
か
な
い
か
ら
ウ
レ
シ

イ
ン
ダ
！
」
と
か
「
明
日
は
遠
足

な
ん
だ
！
」
と
か
、
自
分
の
喜
び

を
わ
た
し
に
も
「
お
す
そ
わ
け
」

し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
ピ
カ
ピ

カ
の
中
学
１
年
生
も
重
い
カ
バ
ン

を
持
ち
な
が
ら
、
毎
朝
の
よ
う
に

あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
ま
す
。
半
分

照
れ
な
が
ら
の
子
も
初
々
し
い
で

す
。

子
ど
も
の
顔
を

注
意
し
て
見
る
こ
と
で

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ
な
い

　
話
は
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
わ

た
し
は
20
年
ほ
ど
前
に
愛
知
県
の

教
員
養
成
系
の
大
学
で
教
鞭
を
と

っ
て
い
ま
し
た
。
適
切
な
指
導
が

で
き
た
の
か
ど
う
か
反
省
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
で
も
は
っ

き
り
言
え
る
こ
と
は
、
何
ご
と
に

も
子
ど
も
の
目
線
に
立
っ
て
も
の

ご
と
を
見
る
こ
と
、
子
ど
も
の
顔

を
注
意
し
て
見
る
こ
と
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
見
逃
さ
な
い
こ
と
、
で
す
。
交

通
指
導
員
に
な
っ
て
西
小
学
校
の

生
徒
に
接
し
て
い
る
と
「
今
日
は

こ
の
子
は
少
し
元
気
が
な
い
な
」

と
か
、「
こ
の
子
は
う
ち
で
嫌
な

こ
と
あ
っ
て
登
校
し
て
き
た
の
か

な
」
な
ど
、
目
を
合
わ
せ
た
瞬
間

に
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
わ
た
し
の
よ
う
な
も
の
が
少
し

口
幅
っ
た
い
よ
う
で
す
が
、
次
の

こ
と
を
お
う
ち
の
方
に
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
朝
食
は
必
ず
と
ら
せ
て
く
だ

さ
い

一
、
親
御
さ
ん
か
ら
あ
い
さ
つ
を

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い

一
、
ど
ん
な
時
も
笑
顔
で
送
り
出

し
て
く
だ
さ
い

一
、
あ
な
た
は
こ
の
家
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
人
だ
と
い

う
こ
と
を
、
意
識
さ
せ
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い

　
今
日
も
一
日
無
事
に
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
明
日
も
あ
の
子

の
顔
、
こ
の
子
の
顔
、
親
切
な
ド

ラ
イ
バ
ー
の
方
に
会
う
こ
と
を
、

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

松原‐鎌田線いづみ荘前で�
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―
戦
後
60
年
―

鐘
を
合
図
に
黙
と
う
を
捧
げ

平
和
を
祈
り
ま
し
ょ
う

　
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
て
、

今
年
で
ち
ょ
う
ど
60
年
に
な
り
ま

す
。
８
月
６
日
は
広
島
に
、
９
日

は
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日

で
す
。

　
原
爆
死
没
者
や
戦
没
者
の
冥
福

と
恒
久
平
和
を
祈
り
、
鐘
を
合
図

に
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
職
場
、
地

域
で
、
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

鐘
吹
鳴
時
間

　
８
月
６
日
㈯
　
８
時
15
分

　
　
　
９
日
㈫
　
11
時
２
分

　
　
　
15
日
㈪
　
正
午

t

社
会
福
祉
課

　
d

内
線
２
５
１
１

平
和
映
画
会

「
ク
ロ
が
い
た
夏
」

　
今
年
も
平
和
映
画
会
を
開
催
し

ま
す
。「
ク
ロ
が
い
た
夏
」
は
、
太

平
洋
戦
争
下
の
と
あ
る
家
族
と
動

物
の
、
心
温
ま
る
交
流
を
描
き
な

が
ら
、
一
方
で
戦
争
と
い
う
狂
気

が
か
け
が
え
の
な
い
小
さ
な
命
を

も
奪
う
と
い
う
、
悲
し
い
事
実
を

伝
え
る
物
語
で
す
。

　
短
編
映
画
「
お
こ
り
じ
ぞ
う
」

も
直
前
に
上
映
し
ま
す
。

日
　
時
　
８
月
27
日
㈯

【
第
１
回
】

　
14
時
〜
15
時
30
分

【
第
２
回
】

　
16
時
〜
17
時
30
分

会
　
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
ひ
ぐ
ら
し
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料
　
３
０
０
円

t

庶
務
課
　

　
d

内
線
２
３
１
３

平
和
た
め
の
戦
争
資
料
展

　
戦
争
の
悲
惨
さ
や
苦
し
み
を
皆

さ
ん
に
よ
く
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
写
真
や
絵
な
ど
の
戦
争
資
料

を
展
示
し
ま
す
。

会
場
及
び
日
時

・
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

８
月
15
日
㈪
〜
19
日
㈮
８
時
30

分
〜
17
時（
19
日
は
15
時
ま
で
）

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
ひ
ぐ
ら
し
会
館
３
階
ロ
ビ
ー

　
８
月
27
日
㈯
13
時
30
分
〜
18
時

t

庶
務
課
　

　
d

内
線
２
３
１
３

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

「
ク
リ
ー
ム
色
」
に
な
り
ま
す

　
新
し
い
被
保
険
者
証
（
ク
リ
ー

ム
色
）
は
、
９
月
22
日
ご
ろ
被
険

者
の
皆
さ
ん
の
世
帯
主
あ
て
郵
送

す
る
予
定
で
す
。
被
保
険
者
証
が

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
住

所
・
世
帯
主
名
・
被
保
険
者
名
・
生

年
月
日
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
間
違
い
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
保
険

年
金
課
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

　
被
保
険
者
証
は
、

住
民
基
本
台
帳
上

の
住
所
地
あ
て

「
転
送
不
要
扱
」
に
よ
り
郵
送
し

ま
す
。
諸
事
情
に
よ
り
、
郵
便
局

に
転
送
届
を
出
し
て
い
る
場
合
で

も
、
転
送
さ
れ
ず
に
保
険
年
金
課

へ
戻
さ
れ
ま
す
。
入
院
、
旅
行
な

ど
で
長
期
間
住
所
地
を
留
守
に
す

る
方
や
、
既
に
転
送
届
を
郵
便
局

に
出
し
て
い
る
方
は
、
保
険
年
金

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
災
害
等
の
特
別
の
理
由
が
な
い

の
に
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し

て
い
る
方
は
、
短
期
被
保
険
者
証

や
資
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
う
っ
か
り
し

て
、
納
付
を
忘
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
納
付
が
困
難
な
方
は
、
そ
の
ま

ま
に
し
な
い
で
収
納
課
で
納
税
相

談
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

t

医
療
や
保
険
の
資
格
相
談
、
ま

た
は
保
険
税
の
額
や
申
告
の
相

談
は
…
保
険
年
金
課
　
d

内
線

２
５
５
２
　
納
付
や
口
座
振
替

の
相
談
は
…
収
納
課
　
d

内
線

２
３
７
４

地
域
福
祉
計
画
市
民
懇
話
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

　
地
域
に
住
む
だ
れ
も
が
、
自
立

を
基
本
と
し
て
イ
キ
イ
キ
と
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
福
祉
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、「
地
域
福

祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
行
政
や
福
祉
事
業
者
が
提
供

す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
、
地
域
に

住
む
人
々
の
連
帯
に
よ
る
互
助
と

を
、
一
体
的
に
展
開
し
て
い
く
も

の
で
す
。

　
こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

市
民
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
反
映

す
る
た
め
、
市
民
懇
話
会
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
18
歳
以

市役所の電話番号�
0557-

36-0111

新しい国民健康保険被保
険者証が届きましたら、
住所、世帯主名等、記載
事項をご確認ください。�

平和の大切さ・尊さを、子ども
たちにもわかってほしい。�
「クロがいた夏」は、8月27
日、ひぐらし会館で上映。�
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上
の
方
（
４
月
１
日
現
在
）

募
集
人
員
　
２
人

応
募
方
法
　
４
０
０
字
詰
め
原
稿

用
紙
３
枚
以
内
に
「
地
域
福
祉

に
つ
い
て
の
考
え
・
意
見
」
を

ま
と
め
、
申
込
書
（
社
会
福
祉

課
、
各
出
張
所
・
連
絡
所
に
備

付
）
と
一
緒
に
社
会
福
祉
課
へ

提
出

締
　
切
　
８
月
15
日
㈪

※
選
考
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

t

社
会
福
祉
課

　
d

内
線
２
５
１
１

介
護
保
険
運
営
協
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

伊
東
市
に
お
け
る
介
護
保
険
の

運
用
が
、
円
滑
に
、
そ
し
て
適
切

に
行
わ
れ
る
よ
う
「
介
護
保
険
運

営
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
協
議
会
に
、
被
保
険
者

（
市
民
）
の
代
表
と
し
て
参
画
し

て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
40
歳
以

上
の
方
（
８
月
１
日
現
在
）

募
集
人
員
　
２
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
選
考

応
募
方
法
　
４
０
０
字
詰
め
原
稿

用
紙
３
枚
以
内
に
「
介
護
保
険

制
度
に
対
す
る
考
え
・
意
見
」

を
ま
と
め
、
申
込
書
（
高
齢
者

福
祉
課
、
各
出
張
所
・
連
絡
所

に
備
付
）
と
一
緒
に
高
齢
者
福

祉
課
へ
提
出

締
　
切
　
８
月
15
日
㈪

※
選
考
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。
委
員
に
は
、
所

定
の
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

t

高
齢
者
福
祉
課

　
d

内
線
２
５
３
２

児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届
を
忘
れ
ず
に
！

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
方
は
、
毎
年
８
月
１
日
現

在
の
家
庭
の
状
況
を
届
出
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
が
提

出
さ
れ
な
い
と
、
８
月
分
か
ら
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
提
出
期
間
は

８
月
１
日
㈪
〜
31
日
㈬
で
す
。
現

況
届
の
通
知
は
児
童
課
か
ら
送
付

し
ま
す
。

　
ま
た
、
支
給
額
は
所
得
等
に
よ

り
算
出
し
ま
す
の
で
、
所
得
の
申

告
を
し
て
い
な
い
方
は
、
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

の
手
続
を
し
て
い
な
い
方
も
、

併
せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
児
童

課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

t

児
童
課
　

　
d

内
線
２
５
４
３

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
紹
介
し
ま
す

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
や
心
配

ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
４
月
１
日
付
け
で
次
の
地
区
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
（
左
表
）
。
い
つ
で
も
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

t

社
会
福
祉
課

　
d

内
線
２
５
１
１

福
祉
機
器
展
・
文
化
作
品
展

　
身
体
の
不
自
由
な
人
た
ち
の
た

め
の
生
活
展
（
福
祉
機
器
展
）
と
、

障
害
者
の
文
化
作
品
展
を
、
市
役

所
で
開
催
し
ま
す
。
身
体
障
害
者

の
日
常
生
活
を
支
援
し
、
改
善
す

る
た
め
の
器
具
・
用
具
・
機
器
や
、

障
害
者
が
日
ご
ろ
努
力
し
て
作
り

上
げ
た
手
芸
品
・
絵
画
・
陶
芸
品

等
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

日
　
時
　
８
月
30
日
㈫
〜
９
月
２

日
㈮
９
時
〜
16
時

会
　
場
　
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

t

社
会
福
祉
課

　
d

内
線
２
５
１
８

夏
休
み
映
画
と

お
は
な
し
大
会

日
　
時
　
８
月
20
日
㈯
　
14
時
〜

15
時

会
　
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
中
央
会
館
４
階
第
１
会
議
室

定
　
員
　
１
２
０
人
程
度

対
　
象
　
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

入
場
料
　
無
料
（
参
加
自
由
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

・
フ
ラ
ン
ネ
ル
フ
ラ
ン

　
「
す
ね
こ
た
ん
ぱ
こ
」

・
ア
ニ
メ
映
画
　

　
「
ぐ
る
ん
ぱ
の
よ
う
ち
え
ん
」

　
「
す
も
う
お
ば
け
」

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
予
定
で

す
。
駐
車
場
が
満
車
の
場
合
、

宇佐美阿原田2町内
湯川２丁目
湯川６丁目（松月院下）1.2.4.5.8.9.15組
湯川６丁目（松月院上）6.7.10～13組
鎌田宮川町１丁目・下方町
川奈小室町4丁目１～12組
荻城の木戸西地区・南地区
湯川･松原地区　主に児童に関することを担当

舘野　ヤス子
上原　辰夫
横山　實
中江　與長
後藤　伊世子
鈴木　勝己
横山　欣正
肥田　雅雄

48-8536

37-2078

36-0068

37-1423

37-1960

45-2664

45-3372

36-4187

担 当 地 区 氏 名 電 話

市役所の電話番号�
0557-

36-0111

伊東高校生徒が、選択授業で保
健福祉センターを訪問。乳児の
保育実習を行いました。�
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第
２
駐
車
場
（
桜
木
ふ
れ
あ
い

広
場
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

t

図
書
館

　
d

(36)
７
４
３
３

技
能
功
労
者
表
彰

優
れ
た
技
能
で
伊
東
市
の
発
展

を
長
い
間
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
方
に
、
技
能
功
労
者
表
彰
を
行

い
ま
す
。
平
成
16
年
度
は
、
各
技

能
に
熟
達
し
た
20
人
の
方
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
産
業
課
で
は
、

対
象
と
な
る
方
の
推
薦
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
方

次
の
項
目
の
す
べ
て
を
満
た
す

方
で
す
。

①
市
内
に
住
み
、
主
と
し
て
市
内

で
働
い
て
い
る
方

②
優
れ
た
技
能
を
持
ち
、
後
輩
の

模
範
と
な
っ
て
い
る
方

③
同
一
職
業
に
30
年
以
上
従
事
し
、

　
年
齢
満
60
歳
以
上
の
方
（
昭
和

　
20
年
11
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

　
た
方
）

◇
推
薦
す
る
人

①
所
属
し
て
い
る
団
体
、
ま
た
は

勤
務
先
の
事
業
所
が
所
属
し
て

い
る
団
体
の
代
表
者

【
例
】
伊
東
建
設
関
連
業
者
連
絡

協
議
会
・
伊
東
造
園
事
業
協
同

組
合
・
伊
東
菓
子
組
合
・
伊
東

市
建
築
大
工
組
合
・
伊
東
建
具

事
業
協
同
組
合･･･

な
ど
の
組

織
、
団
体

②
地
域
の
代
表
者

【
例
】
区
長
な
ど

③
勤
め
先
の
代
表
者

【
例
】
○
○
○
㈱

◇
手
続
の
方
法

　
推
薦
書
は
、
産
業
課
、
各
出
張

所
、
連
絡
所
、
及
び
伊
東
商
工
会

議
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
推
薦

さ
れ
た
方
々
は
、
伊
東
市
技
能
功

労
者
選
考
委
員
会
に
よ
っ
て
審
査

さ
れ
ま
す
。

　
推
薦
期
限
は
９
月
14
日
㈬
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
表
彰
は
11
月

中
旬
に
行
う
予
定
で
す
。

◇
該
当
す
る
職
業

　
左
表
の
と
お
り
で
す
。

t

産
業
課

　
d

内
線
２
７
３
６

再
就
職
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
再
就
職
を
ご
希
望
の
方
、
伊
東

市
が
応
援
し
ま
す
。

内
　
容
　
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
）
の
基
本
・
応
用

対
　
象
　
早
期
就
職
を
希
望
す
る

離
転
職
者
等
20
人

応
募
資
格
　
次
の
す
べ
て
の
条
件

に
該
当
す
る
方
で
す
。

・
初
心
者
の
方

・
全
日
程
を
出
席
で
き
る
方

・
講
座
終
了
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

協
力
で
き
る
方

日
　
時
　
９
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮

・
12
日
㈪
・
13
日
㈫
・
14
日
㈬

・
15
日
㈭
・
16
日
㈮
・
20
日
㈫

・
21
日
㈬
・
22
日
㈭
・
26
日
㈪

・
27
日
㈫
・
28
日
㈬
・
29
日
㈭

・
30
日
㈮
　

　
計
15
日
間
（
75
時
間
）

10
時
〜
16
時
（
正
午
〜
13
時
は
、

お
昼
休
み
）

費
　
用
　
テ
キ
ス
ト
代
５
\

７
７

５
円
を
自
己
負
担
（
受
講
料
は

無
料
）

会
　
場
　
伊
東
高
等
職
業
訓
練
校

（
伊
東
市
和
田
　
玖
須
美
保
育
園

前
）

申
　
込
　
８
月
16
日
㈫
ま
で
に
、

電
話
で
伊
東
高
等
職
業
訓
練
校

（
d

(37)
８
９
１
６
）
へ

※
受
付
時
間
９
時
〜
17
時

　
８
月
26
日
㈮
に
、
選
考
面
接
を

行
い
ま
す
。
面
接
時
間
・
会
場
は
、

応
募
者
に
後
日
通
知
し
ま
す
。

飲食物調理
接客サービス
生活衛生サービス
保健医療
農業
林業
漁業
採掘
窯業製品製造
土石製品製造
金属材料製造
化学製品製造
金属加工
金属溶接・溶断
一般機械器具組立・修理
電気機械器具組立・修理
輸送用機械器具組立・修理
計器・光学機械器具組立・修理
飲料・たばこ製造
食品原料製造
食料品製造
紡糸
織布団関連
衣服繊維製品製造
木・竹・つる製品製造
パルプ・紙・紙製品製造
印刷製本
ゴム・プラスチック製品製造
革・革製品製造
装身具等身の回り品製造
建設業
その他の技能工

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

技能功労者該当業種

松川タライ乗り競走（表紙に掲載）
では、うまくこぐことができずに転
覆する人もちらほら。しかしそれ
も、いい思い出に♪�

県の「高齢者事故ストップ作戦」を
受けて、伊東市でも「交通安全アド
バイザー」の任命式が行われまし
た。17人のアドバイザーが任命さ
れ、高齢者に交通安全のアドバイス
をしていきます。�
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お
盆
の
飾
り
付
け
供
物
を

８
月
16
日
㈫
に
収
集

　
収
集
日
は
８
月
16
日
㈫
の
一
日

だ
け
で
す
。
８
時
30
分
ま
で
に
、

地
区
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
次
の
場

所
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

・
宇
佐
美

烏
川
橋
、
仲
川
橋
、
宮
川
橋
、

金
草
橋
の
各
橋
際
、
留
田
火
の

見
下

・
湯
　
川

湯
川
船
揚
場
堤
防
際

・
松
　
原

渚
橋
際
（
新
井
側
）

・
玖
須
美

水
産
試
験
場
前
（
新
井
側
）
、

伊
東
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
入
口

・
新
　
井

東
町
会
館
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
横
、

旧
交
番
横

・
岡聖

母
幼
稚
園
前
、
緑
風
園
裏
、

い
づ
み
荘
の
橋
上

・
鎌
　
田

和
泉
橋
際
（
和
泉
橋
改
修
工
事

の
た
め
、
伊
豆
急
行
線
高
架
橋

の
川
沿
い
上
流
側
に
出
し
て
く

だ
さ
い
）
、
城
平
住
宅
Ａ
棟
上

・
川
　
奈

東
町
船
揚
場
入
口
、
川
奈
漁
協

前
広
場

・
吉
　
田

神
社
前
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

・
富
　
戸

旧
富
戸
出
張
所
先
海
岸
埋
立
地

・
八
幡
野

港
船
揚
場
、
伊
東
道
線

・
赤
　
沢

海
岸
駐
車
場

　
富
士
見
、
城
星
、
田
代
、
長
美

代
、
促
進
町
、
川
奈
小
室
町
、
富

戸
払
町
、
荻
、
十
足
、
池
地
区
の

皆
さ
ん
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
！

∇
供
物
だ
け
の
特
別
収
集
で
す
の

で
、
一
般
の
燃
え
る
ご
み
に
つ

い
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

∇
長
い
竹
な
ど
は
、
１
メ
ー
ト
ル

ぐ
ら
い
に
切
っ
て
束
ね
て
く
だ

さ
い
。

∇
お
線
香
な
ど
の
火
気
類
は
近
づ

け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

∇
16
日
に
出
せ
な
い
場
合
は
、
可

燃
ご
み
収
集
日
に
指
定
袋
に
入

れ
て
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

t

美
化
推
進
課

　
d

内
線
２
４
７
２

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　
消
防
法
に
よ
り
、
多
数
の
人
が

出
入
り
、
勤
務
、
居
住
す
る
防
火

対
象
物
の
関
係
者
は
、
政
令
で
定

め
る
資
格
を
持
つ
方
の
中
か
ら
、

防
火
管
理
者
を
定
め
、
届
出
を
す

る
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
　
時
　
10
月
５
日
㈬
・
６
日
㈭

　
９
時
〜
16
時
30
分

会
　
場
　
消
防
本
部
５
階
大
会
議
室

申
込
受
付
　
９
月
５
日
㈪
〜

　
８
時
30
分
〜
17
時

※
土
日
祝
除
く

定
　
員
　
１
１
０
人

※
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切

受
講
料
　
３
\

５
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

　
申
込
書
は
消
防
本
部
、
支
署
、

各
分
遣
所
に
あ
り
ま
す
。
申
込
書

と
受
講
料
を
、
本
人
が
直
接
消
防

本
部
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

t

消
防
本
部
予
防
課

　
d

(38)
０
１
９
８

簡
易
な
修
繕
工
事
の
参
加

資
格
登
録
受
付
を
行
い
ま
す

　
市
が
市
内
に
発
注
す
る
１
０
０

万
円
未
満
の
簡
易
な
修
繕
工
事
を

行
う
た
め
に
は
、
参
加
資
格
の
登

録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
参
加
を

希
望
す
る
方
は
、
次
に
よ
り
参
加

資
格
の
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
対
象
業
者
　
市
内
に
主
た
る

事
業
所
を
有
す
る
者
で
、「
伊

東
市
建
設
工
事
競
争
入
札
参
加

登
録
」
が
さ
れ
て
い
な
い
者
を

対
象
と
し
ま
す
（
建
設
業
の
許

可
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）
。

建
設
工
事
競
争
入
札
参
加
資
格

者
は
、
従
来
ど
お
り
修
繕
工
事

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

こ
の
参
加
資
格
に
登
録
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

提
出
先
　
庶
務
課（
高
層
棟
６
階
）

提
出
方
法
　
持
参

提
出
書
類
　
①
簡
易
な
修
繕
工
事

参
加
登
録
申
請
書
　
②
納
税
証

明
書

※
①
の
申
請
書
は
、庶
務
課
で
配
布
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間
　
９
月
１
日
㈭
〜
12
日

　
㈪

登
録
有
効
期
間
　
〜
平
成
18
年
３

月
31
日

t

庶
務
課

　
d

内
線
２
２
７
３

市役所の電話番号�
0557-

36-0111

県の振り込めサギ防止ＣＭに出演
した「大坂のおばちゃん」が来伊
しました。今度は「あなどれんわ
伊豆」ＣＭで伊豆の魅力を発信。�

知って得する�

健康情報�
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天
城
霊
園
へ

無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行

　
天
城
霊
園
へ
、
左
表
の
と
お
り

無
料
の
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

予
約
の
必
要
は
な
く
、
雨
天
で
も

運
行
し
ま
す
。
時
間
に
つ
き
ま
し

て
は
、
交
通
事
情
等
に
よ
り
前
後

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
！

・
競
輪
場
入
口
か
ら
、
宮
川
バ
ス

停
に
乗
車
位
置
が
か
わ
り
ま
し

た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
往
路
で
の
途
中
下
車
、
復
路
で

の
途
中
乗
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
午
後
の
部
は
、
吉
田
経
由
と
な

り
ま
す
。

t

振
興
公
社

　
d

(37)
７
１
３
５

転
倒
予
防
教
室

　
転
倒
に
よ
る「
寝
た
き
り
」を
予

防
す
る
た
め
の
教
室
で
す
。
転
び

に
く
い
身
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

対
　
象
　
日
常
生
活
が
自
分
で
で

き
て
い
る
方
（
原
則
と
し
て
６

回
す
べ
て
に
参
加
で
き
る
方
）

日
　
程
　
８
月
23
日
㈫
・
30
日
㈫

・
９
月
６
日
㈫
・
16
日
㈮
・
22

日
㈭
・
30
日
㈮

時
　
間
　
13
時
〜
15
時
30
分

会
　
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
健
脚
度
測
定
・
医
師
、

理
学
療
法
士
な
ど
に
よ
る
講

話
・
運
動
指
導
な
ど

定
　
員
　
25
人

申
　
込
　
８
月
３
日
㈬
以
降
に
電

話
で
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切

り
）

中
期
離
乳
食
講
座

　
離
乳
食
中
期
〜
後
期
の
教
室
で

す
。
離
乳
食
の
作
り
方
や
保
存
方

法
、取
り
分
け
な
ど
を
実
習
し
ま
す
。

日
　
時
　
８
月
23
日
㈫
　
10
時
〜

会
　
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
平
成
16
年
12
月
〜
平
成

17
年
１
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

と
ご
家
族
の
方

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
　
込
　
８
月
８
日
㈪
〜
19
日
㈮

に
電
話
で

歯
と
栄
養
の
教
室

　
子
ど
も
の
食
事
や
、
歯
の
手
入

れ
の
仕
方
な
ど
を
学
ぶ
教
室
で
す
。

身
体
計
測
、育
児
相
談
も
で
き
ま
す
。

日
　
時
　
８
月
25
日
㈭

　
９
時
15
分
〜
正
午

会
　
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
平
成
16
年
８
月
〜
９
月

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
ご
家
族

の
方

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
子
ど
も
の
好
き
な
お
も

ち
ゃ

申
　
込
　
８
月
１
日
㈪
〜
12
日
㈮

に
電
話
で

伊東駅東海
バス送車場 逆川

13：30行き 13：35 13：40 13：45 14：00 14：10 14：20

川奈口 吉田 伊豆高原駅
霊園入口
南原バス停 天城霊園

伊東駅東海
バス送車場逆川

15：10帰り 15：20 15：30 15：45 15：50 15：55 16：00

川奈口吉田伊豆高原駅
霊園入口
南原バス停天城霊園

伊東駅東海
バス送車場

停車
場所 西校前

9：30行き 9：35 9：40 9：45 9：55 10：00 10：10

宮川 荻緑町 蝋人形館前
霊園入口
南原バス停 天城霊園

伊東駅東海
バス送車場西校前

11：00帰り 11：10 11：15 11：25 11：30 11：35 11：40

宮川荻緑町蝋人形館前
霊園入口
南原バス停天城霊園

午前の部
運行日　８月13日㈯・14日㈰

午後の部

停車
場所

停車
場所

停車
場所

天城霊園からは、相模湾とそこに
浮かぶ大島がとてもきれいに見え
ます。�

歯と栄養の教室�

知って得する�

健康情報�
知って得する�

健康情報�
申込み・お問い合わせは・・・
保健福祉センター（健康推進課）
d37-6321または
d36-0111 内線2565～2567へ
※土日祝日を除く
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今月の
　新着予定図書
今月の
　新着予定図書

心
の
壁
、
愛
の
歌

蓮
見
　
圭
一

サ
ウ
ス
バ
ウ
ン
ド

奥
田
　
英
朗

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

金
城
　
一
紀

永
遠
の
誓
い

佐
川
　
光
晴

天
使
が
い
た
三
十
日

新
堂
　
冬
樹

六
〇
〇
〇
度
の
愛

鹿
島
田
真
希

赤
絵
の
桜

山
本
　
一
力

一
枚
摺
屋

城
野
　
　
隆

座
礁
　
巨
大
銀
行
が
震
え
た
日

江
上
　
　
剛

幸
せ
に
な
る
た
め
の
ワ
イ
ン
修
業

壇
ふ
み
・
阿
川
佐
和
子

孤
宿
の
人
　
上
・
下

阿
部
み
ゆ
き

ニ
ッ
ポ
ン
硬
貨
の
謎

北
村
　
　
薫

棟
居
刑
事
の
白
い
縦
走
路

森
村
　
誠
一

自
民
党
を
壊
し
た
男

読
売
新
聞
政
治
部

囚
わ
れ
の
少
女
ジ
ェ
ー
ン

ジ
ェ
ー
ン
・
エ
リ
オ
ッ
ト

世
界
の
歌

ジ
ャ
ン
・
ジ
オ
ノ

シ
ャ
ド
ウ
・
ダ
イ
バ
ー

ロ
バ
ー
ト
・
カ
ー
ソ
ン

◇
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
お
好
き
？
日
本
人
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

あ
ら
す
じ
で
読
む
名
作
文
楽
50

中
高
年
の
た
め
の
楽
し
い
卓
球
レ
ッ
ス
ン

映
画
を
見
る
眼

◇
児
童
書
・
絵
本

な
つ
は
ぐ
ん
ぐ
ん

い
た
ず
ら
で
ん
し
ゃ

コ
コ
の
夜
の
お
は
な
し

ソ
フ
ィ
の
さ
く
せ
ん

嵐
の
中
の
シ
リ
ウ
ス

開館時間　９時30分～18時
休 館 日　月曜日・８月31日D

t図書館d３６-７４３３

＊事情により、今月の新着とならない場合もあります。
　ご了承ください。

　
数
千
年
に
お
よ
ぶ
伊
東
市
の
歴

史
を
ま
と
め
る
、
市
史
編
さ
ん
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
市
史
編
さ
ん
事
業
の
成

果
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
い
ち
早
く

お
知
ら
せ
す
る
「
市
史
講
演
会
」

や
、
市
史
編
さ
ん
の
た
め
の
調
査

を
先
生
方
と
一
緒
に
行
う
「
市
史

講
座
」
を
実
施
し
、
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

　
第
５
回
と
な
っ
た
今
回
の
市
史

講
座
で
は
、
わ
た
し
た
ち
の
父
母

や
祖
父
母
た
ち
が
実
際
に
体
験
し

た
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
時
代
を
、

実
物
史
料
を
通
し
て
考
え
ま
す
。

　
各
回
の
講
座
で
は
、
近
年
新
た

に
発
見
さ
れ
た
資
・
史
料
の
読
解

を
通
し
て
時
代
の
流
れ
を
追
う
と

と
も
に
、
専
門
の
講
師
陣
に
よ
る

適
切
な
解
説
を
行
い
ま
す
。

日
　
時
　
９
月
３
日
〜
10
月
１
日

　
毎
週
土
曜
日
14
時
〜
16
時

会
　
場
　
ひ
ぐ
ら
し
会
館
ホ
ー
ル

及
び
会
議
室

内
　
容
　
　

◇
第
１
回
　
９
月
３
日
㈯

「
伊
東
の
史
料
で
日
清･

日
露
戦

争
を
考
え
る
」
羽
賀
祥
二
（
名

古
屋
大
学
教
授
）

◇
第
２
回
　
10
日
㈯

「
史
料
か
ら
さ
ぐ
る
日
中
戦
争
・

太
平
洋
戦
争
下
の
伊
東
」
加
藤

好
一
（
熱
海
市
立
泉
中
学
校
教

諭
）

◇
第
３
回
　
17
日
㈯

「
政
治
の
動
き
と
伊
東
」
小
宮
一

夫
（
中
央
大
学
非
常
勤
講
師
）

◇
第
４
回
　
24
日
㈯

「
史
料
で
伊
東
の
漁
業
の
盛
衰
を

み
る
」
佐
々
木
哲
也
（
麻
布
大

学
非
常
勤
講
師
）

◇
第
５
回
　
10
月
１
日
㈯

「
史
料
で
読
む
学
校
の
歴
史
」
加

藤
清
志
（
伊
東
市
文
化
財
審
議

委
員
長
）

募
集
人
数
　
市
民
40
人

受
講
料
　
千
円
（
資
料
代
）

申
　
込
　
８
月
25
日
㈭
ま
で
に
、

生
涯
学
習
課
（
d

内
線
２
８
４

５
）
へ
お
電
話
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
応
募
者
多
数
の
場
合
、

先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

ちよみのレ

ッツ・ストレッ

チ

ちよみのレ

ッツ・ストレッ

チ

■解説
　大正14年に県道として開通したばかりの熱海伊東間
の道路。写っている車は、御石ヶ沢付近を往復する東
海自動車です。
　東海自動車は、それまでの大仁からの路線に変わ
り、この年に熱海まで開通した鉄道により自動車で伊
東に入る客が増加すると見越し、一挙に15台の新車両
を導入しました。
　伊東にも観光需要の増加や物資輸送に、自動車が大
活躍する時代が始まりました。

第５回
伊東市史講座

～参加者募集～

史
料
で
読
む

伊
東
の
明
治･

大
正
と
昭
和

広報いとう 16



いとう

創作フェア

『
ド
キ
ド
キ

　
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
』

　
昨
年
の
「
将
棋
教
室
」
と
「
一

緒
に
遊
ぼ
う
」
に
、
今
年
か
ら
は

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」
が
加
わ
り
ま

し
た
。
宇
佐
美
小
学
校
の
先
生
と

協
力
し
な
が
ら
、
親
が
中
心
と
な

っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
金
曜
放

課
後
の
「
一
緒
に
遊
ぼ
う
」
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
声
を
反
映
さ
せ
な

が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
感

性
の
素
晴
ら
し
さ
に
大
人
の
方
が

驚
か
さ
れ
、
む
し
ろ
子
ど
も
よ
り

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま

す
。
家
で
も
学
校
で
も
な
い
場
所

で
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
生
き
と

し
た
姿
に
出
会
え
、
我
が
子
に
対

す
る
見
方
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」
は

「
親
の
居
場
所
づ
く
り
」
に
繋
が

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
顔
見
知
り
の
子
ど
も
た
ち
が
、

少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
、
ま
ち
で

笑
顔
に
出
会
え
る
時
、
こ
の
事
業

を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
。
五
年
後
、
十

年
後
を
楽
し
み
に
、
一
人
で
も
多

く
の
方
々
と
か
か
わ
り
つ
つ
、
楽

し
い
活
動
を
続
け
て
い
け
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
土
日
や
放
課
後
の
活
動
『
ド
キ

ド
キ
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
』
に
、
気

軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
問
合
せ
は

　
内
野
博
子
　
☎
(48)
９
０
６
２

　
菊
間
治
代
　
☎
(48)
９
３
０
６

※「山ももサブレ」は、伊豆一の蔵（☎55-0500）のほか、市内旅館、ホテル等で販売
しています。事前にご確認ください。

　伊東市教育委員会は、「子
どもの居場所づくり」を積
極的に推進しています。こ
のコーナーでは、子どもの
居場所づくりに精力的に取
り組んでいる団体を、紹介
しています。�
　第3回は、「ドキドキわく
わくランド」です。�
t生涯学習課d内線2842

　毎年秋に開催される「いとう逸品
創作フェア」。腕自慢が競い合って
あれこれと工夫を凝らし、その年々
のテーマ（素材）を巧みに調理し、
「逸品」に仕上げていきます｡
「料理部門」と「みやげもの部門」
の両部門を、このコーナーで紹介し
ていきます｡

平成11年度�
みやげもの部門　入選�

山ももサブレ�

　山ももが群生している北限は伊豆高原で、この辺りでは、
昔から山ももにまつわる話が数多く残っています。
　当初、地元の方にも来遊客の方々にも、喜んでお持ち帰
りいただけるものは創れないかと考え、伊豆高原のイメー
ジで「山ももサブレ」を創ることにしました。創るにあた
り、山もも自体に酸味があり、サブレにするとサブレ独特
のサクサク感が出ず、とても苦労しました。でも、試作に
試作を重ね、ようやくできたのがこのサブレです。
　味わいながらゆっくりお召し上がりいただければ、お口
の中に何ともいえない山ももの風味が広がります。

創作者�
佐藤潤一さん�

　このコーナーは、社会教育指導
員の江口千代美さんがお届けする
ストレッチのコーナーです。第５
回は、「肩こり予防②」です。

※呼吸は止めず、無理
をしないで気持ちの
いいところで止める
のがコツです。

　まずは、頭の後
ろでひじを曲げ、
もう一方の手で横
に引いてください。
身体は真っ直ぐの
ままです。これで、
体側（わきの下）

から肩の筋肉にかけての部分を、
伸ばすことができます。
　次に、一方の
手で他方のひじ
を持ち、ひじを
反対の肩の方向
へ押してくださ
い。腰は回さな
いように。これ
で、肩の筋肉を
伸ばすことがで
きます。

次回は肩こり予防③です

子どもの�
居場所�
をつくろう�

「�
」�

ちよみのレ

ッツ・ストレッ

チ

ちよみのレ

ッツ・ストレッ

チ

ちよみのレ

ッツ・ストレッ

チ

いろいろな遊びを通して、子どもも大
人も成長していきます�
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t生涯学習センター中央会館 d36-5411 ℻36-4166

皆さんの声をお聞かせください
　皆さんからのおたよりを募集しています。市役所について思
うことなどのほか、「感謝の気持ち」「今になって謝りたいこ
と」など、気軽におたよりをお寄せください。50字ぐらいの
短いものでも大歓迎です。紙面掲載時に匿名希望の方でも受け
付けます。
　FAX（36-1104）またはハガキに住所・氏名・年齢・電話番号
と、ご意見を記入の上、秘書広報課（〒414-8555大原二丁目
1番1号　広報担当宛て　☎内線2224）までお申込みください。
e-mail（hisyo@city.ito.shizuoka.jp）でも受け付けています。

このコーナーでは、市民の方の
ご意見を掲載しています。日ご
ろ皆さんが思っていること、感
じていることなどを、どしどし
お寄せください。� 　このコーナーでは、皆さんの生涯学習情報の

交換のお手伝いをしています。
　内容についてのお問い合わせは、直接、代表
者または連絡先などにお願いします。

《放送大学 平成17年度第２学期生募集》
　放送大学は、正規の通信制大学で、１科目の
受講から、所定の単位を取得して「学士」を取
得するコースまで、自由に選び、学ぶことがで
きます。平成17年度の第２学期生（10月１日

授業開始）は、８月31日㈬
まで募集を行っています。
　詳しい内容や資料請求
に関するお問い合せは、
ハガキまたは電話で下記
までお願いします。
〒411-8790　三島市文教
町1-3-93（静岡県教育委
員会三島分館内）放送大

学静岡学習センター　☎055‐989‐1253
ホームページ　http://www.u-air.ac.jp/�

市民大学から生まれた新サークル紹介
　その２　《 椿油絵会 》
代表者　山下　栄子　☎36‐3165
会　場　生涯学習センター中央会館　　
例　会　毎月第１・第３木曜日
時　間　13時30分～15時30分
会　費　毎月４,０００円
会　員　男性１人　女性10人　計11人　
内　容　　
　昨年度の市民大学「初めての油絵に挑戦」か
ら生まれたばかりの、新しい油絵サークルです。
講師を務めていただいた坂本志津子先生に、引
き続きご指導をお願いしています。絵筆を握る
のが何十年振
り？初めて？
という者同士
が、油絵の魅
力に惹かれ、
和気あいあい
と活動してい
ます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

生涯学習情報からお願い！
生涯学習課では、2006～2007年版の「まなび
のとびら」（伊東市生涯学習情報誌）の作成に
向け、情報を集めています。人材・場所・施
設・自主グループやサークルなど、皆さんの情
報をお寄せください。

tワクワク伝言板係　☎36-5411

・環境問題にもっと目を向けよう
　先月、名古屋の「愛：地球博」に行
って来ました。それもボランティアで。
作業の内容は、テーマパークの一つ
「地球市民村」の中で、環境問題をテ
ーマにした市民参加型イベントのお手
伝いをする、というものです。
　テレビなどでご承知の通り、有名な
メインパビリオンはものすごい人、人
ですが　西の端にある当イベントホー
ルはどちらかと言うと静かで、参加者
の約７割が小中学生でした。イベント
の内容は、風力や太陽光を使うと、ど
の程度の電気が発生し、ＣＯ２の軽減
ができるのかを体験していただくもの
です。
　今や行政も民間も、世の中上げて地
球温暖化防止や環境問題を訴えてはい
ますが、実際にそのことを行動に移し、
実行している人たちがどれほど居るの

かまだまだ疑問です。自分たちの住んでいる伊東市も、
ある調査機関のデータによると、伊豆半島の中でも関
心の薄い方だということです。「国際観光温泉文化都
市」を看板にするのであれば、イメージ的にももっと
ハッキリした環境問題の改善策等を、前面に打ち出す
ことも必要だと思うのだが。

（地球を最も愛する人より）

・人様が言うほど悪くないと思います
　よく市役所の批判をする人がいます。けれど、わた
し自身は一度も市役所に不満を感じたことはないし、
どの課に行っても親切にしてもらいましたので、人様
が言うほど悪くないと思います。中には市役所の職員
が威張っているとかで、ひどく批判する人もいるけど、
そんな人には言い返してしまうこともあります。
　ところで、わたしは選挙が好きで、必ず立候補した
人の言うことをよく聞いて投票しています。自分のま
ちを良くしてくれる人を選ぶのだから、皆さんも大い
に投票するといいと思いますよ。

（荻　ｓ.ｔ）

��
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市内に住む若い方たちを紹介するコーナーです。
お問い合わせは秘書広報課（☎内線２２２４）まで。

本村　友靖さん
（八幡野）

・お仕事は何ですか
　葬祭業に従事しています。もう13年ぐらいになり
ますかね。仕事中は常に緊張し、精神的にはかなりき
ついです。家族を失った御遺族の気持ちを、常に慮る
（おもんぱかる）心を持っていなければなりませんか
らね。そういった意味では、この仕事は慣れが一番怖
いです。

・お休みの時は何をしていますか
　休みはあまり取れないんですが、いつも最大限有効
に使いますね。仕事が終わったら、温泉につかってリ
ラックスするのが好きです。遠出するのも好きです。
時間が取れるようなら北海道に行きたいなぁ。それか
らサッカー観戦もいいですね。ジュビロ磐田を応援し
ています。

・尊敬する人はいますか
　社長です。大きなキャパシティーを感じます。物事
を冷静に分析できる力がすごい！　見習いたいところ
がたくさんあります。だけど、その社長の下で働かせ
てもらったおかげで、自分も成長できたと思っていま
す。わたしは青年会議所のメンバーですが、今の会社
で働き始めたころの精神的な「ものさし」を10㎝程
度だったとすると、青年会議所で20㎝、職場で70㎝、
合計90㎝ぐらいに伸ばしてもらった感じです。
　これからも、いろいろな方に出会い、教えてもらう
中で、レベルアップしていきたいと思います。

　ぼくの名前はミカリン！　伊東温泉競輪のマ
スコットキャラクターだ。
　ぼくが、伊東温泉競輪の「ウラ話」を紹介す
るよ。第５回は「おめでとう！村本選手」だ♪

おめでとう！　村本選手
　6月上旬に滋賀県の大津びわこ競輪場で行わ
れた「第56回高松宮記念杯競輪」で、見事、
静岡県の村本大輔選手が優勝したよ！　静岡県
の選手が、ＧⅠ（ジーワン）と呼ばれる六つあ
る上位のレースで優勝したのは、初めてのこと
なんだ。すごいことなんだよ！
　競輪のレースは12月30日に行われる「ＫＥ
ＩＲＩＮグランプリ」を頂点に、ＧⅠ―ＧⅡ―
ＧⅢ―ＦⅠ―ＦⅡの五つのグレードに分かれて
いる。ＧⅠレースの優勝者は、その年のNo.１
を決める「KEIRINグランプリ」レースに出場
できる栄誉が与えられるんだ。
『がんばれ 村本大輔選手！!』
t競輪事業課　d内線２７５１
ホームページ　　　　　　　

http://www.itokeirin.com

芸術家の�

たち�
卵�芸術家の�

たち�
卵�

「ほかにはない、自分らしい感じのものを描きたい
と思いました。わりと満足のいくものができたと思
います。卒業後は、東京の美術系の専門学校に進学
する予定ですが、将来はイラストレーターになりた
いです」�

井上雅琴さん�
（城ヶ崎高校）�

静岡県高等学校美術・工芸展優秀賞�

「サルビア」�

ま き �
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補聴器の相談会 T社会福祉課　☎内線2519

各種相談

■法律相談　＊要電話予約8人
　　 9日㈫・16日㈫・26日㈮ 【菊池信廣弁護士】 ‥‥‥‥ ９時～正午
■税務相談　＊先着6人
 10日㈬ 【植松義税理士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
 19日㈮ 【原昭三税理士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■登記の相談　＊先着6人
 4日㈭ 【鬼頭幸一司法書士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10時～正午
■交通事故相談　＊要電話予約４人
 8日㈪ 【県交通事故相談員】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10時～15時
 16日㈫ 【菊池信廣弁護士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■人権法律相談
 4日㈭ 【原久米雄・鈴木武子人権擁護委員】 ‥‥‥‥ 13時～15時
■行政相談
 18日㈭ 【行政相談委員】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■行政手続きと表示登記相談（土地の分割・内容証明の書き方）
 10日㈬ 【行政書士・土地家屋調査士】 ‥‥‥‥‥‥‥ 10時～正午
■警察の出張相談
 11日㈭ 【警察署相談員】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■市民相談要望
　　月～金曜日　祝日除く 【市相談担当】‥‥‥‥‥‥‥ ８時30分～17時

■教育相談 ‥‥‥‥‥‥‥ UK生涯学習センター中央会館　☎37-7476
　　月曜日除く毎日　9時～16時30分
■家庭児童相談
　　‥‥ U家庭児童相談室　☎37-9667（10時～16時）児童課 ☎内線2541
　　月～金曜日　10時～16時 ＊要予約 K中央児童館「はばたき」２階
■心配ごと相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ UK社会福祉協議会　☎36-5512
　　毎週水曜日　13時30分～16時
■保健相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ UK保健福祉センター　☎37-6321
　　毎週月曜日　9時30分～11時・13時～14時
■消費生活苦情相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ UK環境防災課　☎ 内線2436
　　毎週金曜日　13時～15時
■住まいづくり相談 ‥‥‥‥‥ U都市計画課　☎ 内線2641・2642
　　毎月第２水曜日　10時～正午　K市役所３階会議室
■年金相談　U保険年金課　☎内線２５５７
 2日㈫ 10時～14時30分【三島社会保険事務所】市役所２階中会議室
 9日㈫ 10時～14時30分【杉村労務管理事務所】市役所５階小会議室
 15日㈪ 10時～14時30分【三島社会保険事務所】伊東商工会議所
 24日㈬ 10時～14時30分【三島社会保険事務所】市役所地下会議室

教室及び相談会
■健康相談 24日㈬ 9時～15時30分 保健福祉センター
　＊要予約　☎37-6321

■こころの健康相談 19日㈮ 13時～15時 保健福祉センター
　＊要予約　熱海健康福祉センター　保健福祉課まで　☎82-9120

急病になったら
●夜間（毎日午後７時～午前０時）は…市立夜間救急医療センターへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （大原一丁目　☎37-2510）

●深夜（毎日午前０時～午前８時）は…消防署へ連絡してください（☎38-0119）

●休日（午前９時～午後５時）は………各当直医へ   ※緊急の場合は☎119へ

 5日㈮ 13時30分～15時 保健福祉センター

 15日㈪ 10時～15時 保健福祉センター

 16日㈫ 10時～15時 八幡野コミュニティセンター

 17日㈬ 10時～15時 宇佐美コミュニティセンター

 19日㈮ 14時～16時 保健福祉センター

 22日㈪ 13時～15時 保健福祉センター

17日㈬・31日㈬
９時10分～９時40分
市役所駐車場　 

飼えなくなった犬･ねこの引取り

献血にご協力ください!!
t社会福祉課　d内線2512

t環境防災課　d内線2485

Ｈ16. 1月生まれ

Ｈ15. 7月生まれ

Ｈ14. 7月生まれ

Ｈ17. 5月生まれ

17日㈬・13:00～14:00

 4日㈭・ 9:15～10:30

 3日㈬・13:00～14:00

31日㈬・受付12:45～13:15

１歳６か月児健康診査

２ 歳 児 健 康 教 室

３ 歳 児 健 康 診 査

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種

対　　象 日　　時 会　　場

保健福祉センター

今月の市内での献血はありません。

困ったときは、お気軽に ほけんコーナーTK市民サービスセンター  ☎内線2226 T保健福祉センター　☎37-6321
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伊東温泉競輪伊東温泉競輪

日 曜 日 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日

８月� みんなのこよみ� 市役所へのお問合せ�

広 報いとう�

（葉 月）�
2005年� は づ き �
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28 29 30 31

� 友引� 先負� 仏滅� 大安� 先勝� 友引�

先負� 仏滅� 大安� 赤口� 先勝� 友引� 先負�

仏滅� 大安� 赤口� 先勝� 友引� 先負� 仏滅�

大安� 赤口� 先勝� 友引 先負� 仏滅� 大安�

赤口� 先勝� 友引 先負�

立秋

処暑

TEL.0557-36-0111

FAX.0557-36-1104

当直医は、変更になる場合があります。最新の情報は、テレホンサービスや市のホームページでご確認ください。�
■当直医や法律・税務などの情報は…テレホンサービス4411　☎37-4411　　■季節の催物情報は…伊東観光協会　☎37-6105

水の週間（～７）
夏の省エネ総点検の日
　　　

宇佐美海上灯ろう流し・花火大会
年金相談

登記の相談
人権法律相談

広島平和記念日

夏だよ！おもしろ出前広場①
　　　　　　　　　（～７）

夏だよ！おもしろ出前広場②
　　　　　　　　　（～14）

按針音楽レストラン
松川―海上灯ろう流し・納涼花火
交通事故相談

長崎原爆の日

按針祭太鼓合戦・納涼花火
年金相談
法律相談

道の日
市制施行日

按針祭式典
按針パレード
按針祭海の花火大会
行政手続きと表示登記相談
税務相談

警察の出張相談

市民夏の夕べ
当直医
n伊東胃腸科クリニック d37-9255

gメディカルはば伊豆高原 d33-1200

s川奈臨海学園診療所 d45-0509

終戦記念日

川奈港いるか浜花火大会
年金相談

法律相談
交通事故相談 飼えなくなった犬・ねこの引取り 行政相談

夏だよ！おもしろ出前広場③
　　　　　　　　　（～22）
税務相談

やんもの里花火大会
当直医
ns山本医院 d47-5566

g吉川医院 d37-5071

第29回
伊東温泉箸まつり・花火大会

年金相談

道路防災週間（～31）

広報いとう９月号配布予定日 法律相談

県民の日

当直医
nかとう内科・皮フ科クリニック d32-2535

gたかやす医院 d32-0362

飼えなくなった犬・ねこの引取り
８月の納税納期限

当直医
n佐藤病院 d37-2226

g青木クリニック d45-5115

s日吉医院 d37-0763

８月は
経済産業省主唱の
電気使用安全月間です



市役所へのご連絡は
TEL.0557-36-0111   FAX.0557-36-1104

ホームページ  http://www.city.ito.shizuoka.jp/
E-mail  hisyo@city.ito.shizuoka.jp
〒414-8555　伊東市大原二丁目１番１号

　エアロビクスやストレッチ体操で、運

動不足を解消しましょう！

日時：８月29日㈪～11月21日㈪

　　祝日と10月24日を除く各月曜日

　　計10回

　　10時～11時30分

会場：伊東市民体育センター

対象：市内在住・在勤の方

定員：100人　応募多数抽選

指導者：市社会教育指導員

参加費：1,500円（傷害保険料等）

申込：往復ハガキに住所･氏名・年齢・

　　電話番号・教室名を記入し下記へ

宛先：〒414－0045

　　玖須美元和田716‐115

　　伊東市民体育センター

　　第２回ウェルネス教室係

締切：８月15日㈪当日消印有効

t振興公社　d37-7135

★警察官Ａ（大卒・見込）

対象：一般　Ｓ50.4.2以降生まれの方

　　　語学　Ｓ47.4.2以降生まれ、ポ

　　　　　　ルトガル語に堪能な方

★警察官Ｂ（高卒程度）

対象：Ｓ50.4.2～Ｓ63.4.1生まれの方

　　※大卒者・Ｈ18.３大卒見込者除く

一次試験：９月18日㈰

試験会場：県立大学及び短期大学部

受付期間：８月８日㈪～26日㈮

願書：警察署、交番、駐在所に備付

一次合格発表日：９月26日㈪

※二次試験日は、それぞれ異なりますの

　で、詳細は、下記へお問合せください。

t伊東警察署　d38-0110

日時：９月の毎週金曜日　計５回

　　13時30分～15時30分

会場：ダンコーエン・ボウル

対象：市内在住・在勤の方

定員：28人　応募多数抽選

指導者：伊東ボウリング協会指導員

参加費：1,500円（傷害保険料等）

申込：往復ハガキに住所･氏名・年齢・

　　電話番号・教室名を記入し下記へ

宛先：〒414－0024　和田1‐16‐1

　　振興公社ボウリング教室係

締切：８月19日㈮当日消印有効

t振興公社　d37-7135

　船内での研修と中国での交流を通して、

仲間づくり、視野を広げてみませんか。

日程：12月27日㈫～来年１月４日㈬

訪問先：中国（北京・上海）

参加費：168，000円

応募資格：18歳～32歳の方

応募期限：9月30日㈮まで

tNPO静岡県青年団連絡協議会

d054-254-2006

日時：9月の毎週日曜日と10月２日㈰

　　14時30分～16時30分　計５回

会場：小室山公園テニスコート

対象：小学4年生～高校生

定員：50人　応募多数抽選

指導者：伊東テニス協会

参加費：2,000円（傷害保険料等）

申込：往復ハガキに住所･氏名・年齢・

　　電話番号・教室名を記入し下記へ

宛先：〒414－0024

　　和田1‐16‐1

　　振興公社

　　ジュニアテニス教室係

締切：８月19日㈮

　　当日消印有効

t振興公社　d37-7135

　特別な事情により、障害基礎年金等を

受給していない障害者の方を対象とした

特別障害給付金制度が平成17年４月から

実施されています。

対象者：①平成３年３月以前に国民年金

任意加入対象であった学生

②昭和61年3月以前に国民年金

任意加入対象であった被用者

（厚生年金、共済年金等の加入

者）の配偶者

※①と②共通事項

当時、任意加入していなかった

期間内に初診日があり、現在、

障害基礎年金１、２級相当の障

害に該当する方（身障者手帳の

等級とはちがいます）

支給額：１級　月額５万円

　　　　２級　月額４万円

・支給額は、毎年度自動物価スライド。

・所得によって支給制限となる場合があ

ります。

・老齢年金等を受給している場合、支給

制限があります。

請求窓口：市役所保険年金課

※審査等は、静岡社会保険事務局で行い

ます。

t三島社会保険事務所

d055-973-1166㈹

　一碧湖の自然を観察してみませんか。

日時：８月７日㈰　９時～16時

会場：一碧湖、吉田隧道付近

申込：産業課へお電話で

t産業課　d内線2733

00

静岡県警察官採用試験

市民ボウリング教室

00

第37回静岡県
青年の船参加者募集

ジュニアテニス教室

 特別障害給付金

里山づくりオープン講座

第2回ウェルネス教室



市役所からのお知らせはCVA２チャンネルとFMなぎさステーション76.3MHzで放送中

日時：８月７日㈰　８時30分～17時

　　　８月29日㈪　17時30分～19時30分

　　　８月30日㈫　17時30分～19時30分

会場：収納課（市役所高層棟１階）

t収納課　d内線2375

◆市水道の夜間・休日の修理◆ ◆市税・国保税納税相談会◆

◆人口と世帯数◆
人　口

男

女

世帯数

人

人

人

世帯

(    )

(    )

(    )

(    )

(   )

(   )

(   )

(   )

男

女

世帯数

人

人

人

世帯

75,162

35,415

39,747

33,534

+14

+12

+2

+61

-12

-1

-11

-12

554

153

401

310

外国人登録
人　口

７／１現在
（　）は前月比

◆不用品バンク◆
○家庭で必要なくなったが、まだ使えるのでゆずりたい

ものや、ゆずってほしいものを、登録し、紹介します。

○登録商品や詳細については環境防災課☎内線2436まで。

伊東市の６月の主要生活物資の物価指数は103.5です。

◆８月の納税納期限は８月31日㈬◆

市税の納付は、便利で安心な口座振替をご利用ください。

t収納課　d内線2374

　再就職準備のためのさまざまな内容の

支援を行うことで、あなたのスムーズな

再就職をバックアップします。

対象：妊娠、出産、育児、介護等の理由

で退職し、将来再就職を希望する方

（退職前に雇用保険に加入したこと

がある方）

再就職準備のための支援メニュー

★再就職準備セミナーに参加できます

★再就職に役立つ情報誌がもらえます

★再就職準備についての個別相談が受け

られます。

★自分の適性や職業経験、知識・技能を

生かして計画的に再就職準備に取り組

める支援があります。

登録料：無料（４年間有効）

※登録方法は、下記へお問合せください。

t㈶21世紀職業財団静岡事務所

d054-205-2050

　夏恒例の田辺ヒデキの人形展。皆さん、

お気軽にお越しください。

日時：８月７日㈰～28日㈰

　　10時～17時　水曜日休館日

会場：伊東ふれあいセンター　２階ギャ

　　ラリー(JR伊東駅徒歩７分)

　　松川町５-10　d38-5551

入場料：無料

t振興公社　d37-7135

～年金手帳等を用意してお電話を～

電話番号：０５４-６５４-１１６５

受付時間：８時30分～17時

　　　　　土・日・祝日休み

相談内容：電話による年金に関する相談

　　　　（障害年金を除く）

★木下杢太郎記念館

日時：８月16日㈫～21日㈰

　　９時～16時30分

★市営海浜プール　　

日時：８月21日㈰　９時～17時

　　16時～17時小学生以下保護者同伴

県民の日って？

t企画政策課　d内線2254

　明治９年８月21日に、当時の静岡県と浜
松県が合併し、ほぼ現在の形の静岡県が誕
生しました。平成８年に、120周年を迎えた
ことを記念して条例により「県民の日」と
して定められました。

日時：8月24日㈬　10時～

会場：県熱海総合庁舎会議室

※下記にお問合せのうえ、ご来場ください。

t熱海財務事務所納税課　d82-9066

　いよいよ夏本番。海のルールを守り、

事故のないよう心がけましょう。

●船を運航する際は、出発前点検の徹底

と見張りの励行に努めましょう。

●もしもに備えてライフジャケットの常

時着用をしましょう。

●携帯電話を防水パックに入れ、連絡手

段を確保しましょう。

●海のもしもは、118番へ！

t下田海上保安部　d0558-23-0118

　返還の申し出は、ご家族の方でもかま

いません。お心当たりの方は、下記へお

問合せください。

t清水税関支署沼津出張所

d055-933-5811

市県民税2期・国民健康保険税2期�
個人事業税1期・消費税（中間分）�

静岡年金電話相談センター開設

「もう一度働きたい」あなたへ 田辺ヒデキの粘土人形展

電話加入権合同公売

「県民の日」市内無料施設

終戦当時の引揚者の方々へ
通貨・証券等を返還します

海の安全運動実施中！　　　

※水道当番店は、配水本管・一般家庭水道メーターまでの漏水修理が原
則で、一般家庭内の修理依頼は、別枠として有料料金です。夜間９時
以降は割増料金がかかります。（　）は夜間専用電話です。

7/1～�
　8/31

旧 市 内 宇 佐 美 富戸・八幡野・池・赤沢
7／31

～8／6

8／7

  ～13

8／14

  ～20

8／21

  ～27

8／28

～9／3

田 畑 設 備
51-0103

牧 野 設 備
51-0311

中 西 工 業
51-1317

伊 豆 設 備 工 業
53-2536

小 川 設 備 工 業
54-1641

佃 設 備
47-2673

稲 葉 工 業 所
47-3533

協 和 設 備
48-8927･48-8867
太 陽 電 機 工 業
47-0310･48-9076
稲 木 設 備 工 業
48-9824

三 協 工 事
37-2088

土 屋 工 業
37-7600

村 上 設 備
37-3365

小 柳 出 工 業
37-3633

後 藤 設 備 工 業
37-4500
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「広報いとう」では、わかりやすい内容で、
多くの皆さんに読んでいただける紙面づくり
を目指しています。ご意見をお寄せください。
〒414-8555　伊東市大原2-1-1　秘書広報課

■市役所　☎0557-36-0111　℻0557-36-1104�
　　　　　E-mail  hisyo@city.ito.shizuoka.jp�
■宇佐美出張所　☎48-9004　■川奈出張所　☎45-1075�
■富戸出張所　☎51-0010　■対島出張所　☎53-0002�
■荻 連 絡 所　☎36-5553　■東松原町連絡所　☎38-8433

田中　克典さん

　　　薫さん

（１歳）

（１歳）

（左）

（右）

　　２人はお隣り同士で、
　　　　　　　　いつも一緒。
最近のお気に入りは、マラカス！
　これからも仲良く
　　　　沢山あそぼうね

かつ のり

田中　柚葉ちゃん
ゆず は

小川　夏芽ちゃん
なつ め

かおる
小川　友也さん

　　　由美子さん

とも や

ゆ み こ

　最近気になることの一つに、地球温暖化
があります。ある雑誌で読んだのですが、
東京で真昼のビル街をスーツ姿で歩くと、
体感温度は赤道直下並みか、あるいはそれ
を超えると書いてありました。本当にそう
かどうかはわかりませんが、確かに一昨年、
所用で東京に行った時のビル街の暑さとい
ったら、尋常ではありませんでした。アス
ファルトの照り返しの強烈さに、思わず近
くの郵便局に避難したほどです。
　伊東では、このような「ヒートアイラン
ド現象」はありませんが、地球温暖化防止
に少しでも役立つよう、このごろは夜の車
の運転は、なるべく冷房を使わないように
しています。　　　　　　　　　　　（Ｓ）
　男女共同参画、というと、敬遠して近づ
かない心理ってありませんか。誤解を恐れ
ず言うと、浮いている。男女共同参画プラ
ン作成を担当していた時、常に感じていた
ことです。　　
　ところが、女友達との会話の中では「共
働きなのに、TVを見て夕食が出るのを待
っているだけ。一緒にやって欲しい。」「子
どものコトは私ばっかり。この大変さを分
って欲しい。」男女共同参画社会が目指し
ている姿が浮き彫りになってきます。
　この乖離は、何なのか。なぜ男女共同参
画は、疎んじられるのでしょうか。皆さん、
どうお考えになりますか。　　　　　（Ｍ）

編・集・後・記
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い
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ら
な
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を
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（
こ
の
原
稿
は
、
中
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連
前
の
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月

上
旬
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書
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た
も
の
で
す
）

部
長
　
庄
司
　
巧

南中学校�
男子バレー部�

黄
色
い

　
ハ
チ
マ
キ
、

気
合
で

　
競
り
勝
て
！

おたがいに助け合い、
　　　　親切をつくしましょう

伊東市民憲章�

（玖須美元和田）の

と
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